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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。

365人目
ユニバーサル ミュージック

社長兼最高経営責任者

藤倉 尚
Naoshi  Fuj ikura

は国内系の企業に入ったのですが、その後、業界

の合従連衡が進んで、ユニバーサルミュージック

という外資系企業に変わりました。そのため、現在

のグローバル本社はロサンゼルスにあります。私

は歴代社長のなかで一番英語力がありません。だ

から、社長に指名されたことはとても意外でしたね。

奥田　迷いはありませんでしたか。

藤倉　私は2014年1月に社長に就任したのですが、

グローバル本社のナンバー 2であるCOOから「来

年から社長をやってほしい。準備はできているか？」

と打診があったのが13年9月でした。邦楽レーベル

（ユニバーサルシグマ）のトップを務めていたもの

の、それは国内で作品や才能を見つける仕事であ

ありませんから、現場で働いているうちにアーティ

ストの強い思いも苦悩もわかるようになってきます。

そのアーティストを羽ばたかせる力になり、たくさ

んのお客さんを喜ばせたいと思うようになっていっ

たんです。その気持ちは経営に携わる今でも変わ

っていません。

奥田　やはり、いわゆる経営というよりは、まずは

クリエイティブなのですね。ということは、社長就

任についてはあまり想定されていなかったのでしょ

うか。

藤倉　そうですね。想像もしていませんでした。

1992年に入社したのはポリドールというレコード会

社で、当時は富士電機の子会社でした。つまり私

奥田　藤倉さんは46歳という若さでユニバーサル

ミュージックの社長兼CEOに就任されましたが、

入社当初から経営者になろうと考えておられたの

ですか。

藤倉　まさか。そんなことはまったく考えていませ

んでした。この会社に入って、最初はテレビや舞台

などで活躍するアーティストたちと一緒に働けるこ

とにただワクワクしていたんです。

　もちろん、この世界も華やかな表舞台ばかりでは

予想外だった
社長就任のオファー
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【東京・原宿発】取材クルーが社長室にお邪魔すると、藤倉さんは立ったまま、にこやかに私たちを迎えてく
れた。重厚な社長の椅子に座っておられるかと思いきや、いつも立ったまま仕事をしているとのこと。その
ほうがパフォーマンスが上がるのだそうだ。エンタメ業界というと時間が不規則でハードワークというイ
メージがあるが、藤倉さんは最高のパフォーマンスを発揮できるよう、スタッフに対しても心と体の健康の
大切さを説く。それが新たな才能を発掘するための力となるからだ。� （本紙主幹・奥田芳恵）
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

り、お話ししたように英語も流暢でなかったことか

ら、どうしようかと考えましたね。

奥田　決め手はどこにあったのでしょうか。

藤倉　「社内に他の候補はいないから、準備ができ

ていないのなら外部で候補を探す。3日ほど日本に

いるから、それまでに考えてくれ」と言われたので

す。

奥田　まさに決断を迫られたのですね。

藤倉　このとき、音楽業界のことを知らない「経営

のプロ」を招いてアーティストや社員たちが幸せに

なれるのかと考えました。経営者になる準備はでき

ていないけれど、それならば自分がやりたいと思い、

そのオファーを受ける決心をしました。実質、一日

で決断しました。

奥田　もしかしたら「外部で候補を探す」というの

は脅し文句だったのかもしれませんね。でも、社長

になられてからいろいろご苦労があったのではない

ですか。

藤倉　わかっていれば、あらかじめ海外拠点のトッ

プたちともっとつながりを強めたり、経営者として

必要な財務、人事、法務などの実務を学んだりして

いたと思います。また、12年10月にEMIミュージッ

クジャパン（当時）と合併したばかりというタイミン

グだったため、異なる組織を融和させるという大事

な仕事もありました。

奥田　ところで、幼い頃はどんな仕事に就きたいと

思っていましたか。

藤倉　小学生の頃は、具体的に何になりたいとい

うよりは、人に囲まれて楽しい仕事をしたいと思っ

ていました。

奥田　人に囲まれる……？

藤倉　というのは、私は一人っ子で、両親は共働

きでした。それで、小学校は3回転校しているんで

す。当時はそれほどさびしいと感じていませんでし

たが、やはりさびしかったのだと思います。だから、

人と一緒に何かをすることを求めたのでしょう。

奥田　当時は、どんなタイプのお子さんだったので

しょうか。

藤倉　転校が多かったこともあり、人の関心を引く

ために面白いことをしたりして、目立とうとしていま

したね。

奥田　転校して、新しい学校で友だちをつくるのも

大変です。

藤倉　だから、初めて会った人たちと仲良くなる努

力をしたんだと思いますね。もちろん、当時は意識

していないのですが、本能的にこの時期から人と仲

良くする術を身につけていったのですね。

奥田　なるほど。図らずして子どもの頃からコミ

ュニケーション能力を磨いていったというわけです

ね。勉強のほうはいかがでしたか。

藤倉　親から「勉強しなさい」と言われたことはあ

りませんでした。

奥田　ということは、言われなくても勉強する子だ

ったのですね。

藤倉　いや、全然ダメでした。もっと勉強しておけ

ばよかったですね。当社の役員はとても優秀なプ

ロフィールの持ち主ばかりで、かえって私が勉強さ

せてもらっているのですが、いまでも、英語力も論

理的な思考力も足りないと感じています。

奥田　とても控えめな自己評価をなさっています

が、経営トップを務められるまでのプロセスで、何

か転機となることはあったのでしょうか。

藤倉　30代の頃、先々代の社長・会長を務められ

た石坂敬一さんから声をかけられたことがありまし

た。私が松田聖子さんの担当をしていたときで、彼

女のディナーショーのステージが終わった後、「ち

ょっと飲もうよ」とバーに誘われたのです。石坂さ

んはビートルズを日本に広めたすごい方で、東芝

EMIの専務から当時の日本ポリグラム（現ユニバ

ーサルミュージック）に移られたばかりの頃のこと

でした。石坂さんは、その後、日本レコード協会の

会長を務められたり藍綬褒章を受章されたりした

業界を代表する経営者でした。

奥田　30代の藤倉さんにとっては、だいぶ上の方

ですよね。

藤倉　私のことは、若手で騒がしいやつがいる

（笑）、という認識でご存じだったようなのですが、

そこで石坂さんは「おまえは人から好かれるし、人

を引き付ける能力もあるが、まったく知性がない。

もっと勉強しろ」とおっしゃったんです。

奥田　「まったく知性がない」とは手厳しいですね。

藤倉　でも、ここで石坂さんに言葉をかけてもらっ

たことが、一つの大きな転機になったことは確かで

すね。� （つづく）

　1967年12月、東京生まれ。91年3月、日本大学法学部を卒業。
同年4月、メルシャン入社。92年4月、ポリドール (現ユニバーサル ミュー
ジック) 入社。2007年1月、ユニバーサル シグマ マネージング・ディレ
クター。08年4月、執行役員。11年8月、常務兼執行役員。12年1月、副
社長兼執行役員邦楽統括。14年1月、社長兼最高経営責任者（CEO）就任。 2024.12.13 ／東京都渋谷区のユニバーサルミュージックにて
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text by Shigeki Kobayashi

撮影／長谷川博一
photo by  Hirokazu Hasegawa

人に囲まれて
楽しい仕事がしたいと
幼い頃から思っていた

　藤倉さんは言う。「これまでの
経験から、エンタテインメントビ
ジネスは人間関係が基盤となって
いると感じており、アーティスト
や取引先、社員との一瞬の出会い
が、その後長く続く仕事の関係に
発展することがある。このことを
常に心に留め、人とのつながりを
大切にするようにしている」と。

「一期一会」
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